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冬がくると、必ず流行する感染症の一つにインフルエンザがあります。インフルエンザウイルスを原因

とする気道感染症ですが、長い年月をかけての抑圧、撲滅の努力にも屈せず、大きな社会問題ともなって

います。

しかし、ワクチンによる予防や抗ウイルス剤の開発により、予防・治療技術の進歩にも目覚ましいもの

がみられます。

インフルエンザウイルスには、Ａ、Ｂ、Ｃの3つの型があります。我々の脅威となるのはＡ、Ｂ型で、

更にＡ型はウイルス粒子の表面構造の違いで、Ａ／香港型、Ａ／ソ連型などに区別されています。

感染を受けてから、1～3日程度の潜伏期を経て、高度の発熱、頭痛、筋肉痛、倦怠感などの全身症状

があらわれ、咳，鼻汁、咽頭痛などの呼吸器症状が続き、1週間位の経過で全快するのが典型的なインフル

エンザ症状です。

しかし、幼児においては脳炎・脳症などの合併症を併発することもあり、高齢者や呼吸器などの慢性疾

患をもつハイリスク患者では症状が更に重症化し、予後が問題となることもあります。

また、十数年から数十年の間隔で、誰もが感染したことのない新しい型のインフルエンザウイルスが登

場し、爆発的大流行を起こすことが知られており、近い将来の新型ウイルスの出現が危惧されています。

当研究センターでは、対策の一環として、ヒト、豚、渡り鳥のウイルス検査を実施し、流行予測調査等

に取り組んでいます。

インフルエンザウイルス粒子のインフルエンザウイルス粒子の電子顕微鏡写真電子顕微鏡写真 　　　　　　　　　　　　　　　　100～200nmインフルエンザウイルス粒子の電子顕微鏡写真 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100～200nm　　　　　　100～200nm



香川県では、酸性雨による中長期的な影響を把握

するため、環境省の委託により、平成15年度から

5年計画でモニタリング調査を進めています。

このうち、ため池での酸性雨の影響について、当

研究センターでは、サンプリングと水質分析などを

しています。

酸性雨とは、左図のような仕組みで、酸性の

雨（pH=5.6※以下）となる現象です。

酸性雨には、次のような影響があります。

●湖沼の酸性化による水生生物への影響

●土壌の酸性化による森林への影響

●銅像等の文化財や建造物の損傷

●人体への影響

※雨水に大気中の天然由来の二酸化炭素（約0.03％）が溶け込む
ことで微酸性になるときの酸性度。県内の雨水の多くは、
pH4.5－5.7くらいです。 調査地点：永富池

ながとみいけ

綾上町（人為的汚染が少ないため選定）



新たな食品の安全・安心確保への取り組み 残留農薬 
中国産冷凍ホウレンソウなど基準を超える残留農薬やBSE問題

などで、消費者の食品に対する不安は高まっています。このため

食品の安全に向けた取り組みを、当研究センターでは、各種の食

品について、残留農薬・食品添加物・病原細菌等、様々な検査を

行い、県民に安全で安心のできる食品が提供されるよう努めてい

ます。
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大勢の健康な人の集団から特定の病気を持った人を効率よく見つけ治療

するために実施されている検査です。

当研究センターでは　香川県で生まれたすべての赤ちゃんについて下記

の6疾患を対象にスクリーニング検査を実施しています。早期発見し、早

期治療することにより死亡、障害の発生を予防することができるといわれ

ています。

哺乳開始から３日間以上

経過した赤ちゃんの血液

をろ紙に染込ませたもの

を検査します。 

国は、本年5月「食品安全基本

法」を制定し、それを受けて、

香川県も「食の安全・安心基本

指針」を策定中で、様々な対策

を講じています。

残留農薬の分析には多くの複

雑な工程があり、時間がかかります。現在、食品衛生法では、229

種類の農薬に基準が設定されています。

細切・粉砕

抽出・濃縮・精製

機器分析

平成14年度　基準違反のあった残留農薬の例

＊1 クロルピリホス（有機リン系農薬）：輸入冷凍ホウレンソウ、オレンジ

＊2 ジクロルボス（有機リン系農薬）：輸入まつたけ
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